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保土谷化学グループが描くVISIONとは？
新しいVISIONとして「独創をミガキ、共創でヒラク　本邦嚆矢（ほん
ぽうこうし）のDNAで、価値を創り、夢をカタチに」を掲げています。
創業110周年を起点に、多様なステークホルダーとの共創を通じて非
連続な成長を実現する姿を提示しています。
中期経営計画「コード2030 （CODE/CHORD 2030）」の基本方針　P.13

どのように収益基盤を強固にするのか？
成長を牽引する有機EL材料事業に加え、「第2・第3の柱」を確立すべ
くポートフォリオ変革に挑んでいます。核酸医薬分野や半導体材料へ
の新規展開や、海外企業の買収による特殊化学品事業の強化、抜本的
な構造改革など、セグメント別の成長シナリオと課題を説明しています。
社長メッセージ　P.5-8

今後の投資・財務の方針は？
成長投資を加速させるため、財務の健全性を維持しながら、適切なレバ
レッジを活用する資本政策へと進化させます。中期経営計画期間中の
キャッシュアロケーションや、2031年3月期にDOE3.0%以上の株主還
元を実施する方針について詳述しています。
財務戦略・資本政策　P.19-20

非連続な成長を支える価値創造の源泉は？
「本邦嚆矢」の精神と長年培ってきた独創的な技術力が価値創造の源泉
です。研究開発・生産・営業が連携する「三位一体」のビジネスモデル、
投資パラダイムの転換、ステークホルダーとの共創の推進、それらを
原動力として次代の収益の柱を育てる戦略を紹介しています。
社長メッセージ　P.5-8

持続的な企業価値向上を目指したガバナンス体制とは？
迅速な経営判断を可能にする監査等委員会設置会社の体制の下、監督
機能を重視したモニタリングモデルを推進しています。社外取締役が
委員長を務める指名・報酬委員会の設置をはじめ、女性社外取締役の
招聘や女性執行役員の登用など、取締役会の独立性・多様性向上に
向けた取り組み等について記載しています。
戦略の実現を支えるガバナンス　P.38-47

事業概要、課題と対策　P.24-28

Cutting Edge　P.15-16
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